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要旨 

  

本研究の目的は、20 世紀初めからの地上気温観測データと再解析データの間の違いに関

する理解を深め、再解析データの誤差を調べることである。中国東部における 1909-2010

年の月平均気温のアノマリ相関、標準偏差および線形トレンドを、均質化した 16地点の観

測データと２組の 20世紀再解析データ（20CRおよび ERA20C）に基づいて分析した。1979

年以降の中国東部における再解析と観測データの間で、年々および十年規模変動が一致し

ていた。1960年代に、再解析データは大きな変動を示した。20CRの 1920-1950年平均気

温は観測値より低かった。冬と春の年々変動と十年規模変動は観測データと合っていた。

再解析と観測データとの間の相関及び標準偏差の比は、両者の年々変動および分散がよく

一致することを示した。1979-2010 年の ERA20C は、20CR データよりも概して観測デー

タに近い。再解析データと観測値の両方で明確な温暖化トレンドが見られるが、1950 年以

降の再解析データの年平均気温トレンドと多くの季節の平均気温トレンドは、観測データ

より有意に小さかった。1909-2010年の間、全体的に ERA20C は 20CRより観測データに

近い。しかし、観測データを基準とすると系統的バイアスが存在するために、ERA20C の

気候変動研究への適合性を必ずしも示すものではない。 
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